
相模原市指定文化財の指定について 
 

相模原市教育委員会は「相模原市文化財の保存及び活用に関する条例」に基

づき、考古資料１件（員数２点）を令和元年９月３０日付けで指定有形文化財

として指定しました。 

今回の指定により、相模原市指定文化財は６４件となり、登録文化財７９件

と合わせて市指定及び登録文化財は１４３件に増えました。 

 

１ 令和元年９月３０日付け告示の新たな指定文化財 

 

２ 市内の指定・登録文化財件数 

指定 登録 重要 国宝・特別

建造物 7 13 3 1 10 34

絵画 2 3 5

彫刻 14 14

工芸品 1 2 3

書跡 0

典籍 0

古文書 4 4

考古資料 16 2 18

歴史資料 10 12 22

演劇・音楽・
工芸技術等 0

風俗慣習・民俗芸
能・民俗技術（無形） 3 7 3 13

無形民俗文化財用の
衣服・器具等（有形） 1 26 27

遺跡（史跡） 6 17 4 27

名勝地（名勝） 1 1
動植物、地質鉱物

（天然記念物） 1 3 5 2 1 12

64 79 17 9 1 10 180

合計国登録

民俗文化財

合　計

記  念  物

斜線部：文化財保護法上の規定なし

相模原市内の指定・登録文化財数内訳

国指定
類型 種別

相模原市

無形文化財

有形文化財

神奈川県
指定

（令和元年9月30日現在）
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市指定有形文化財

（考古資料） 

中央区高根 3－1－15 

（市立博物館） 
２点 

令和元年９月３０日 

相模原市発表資料 

問合せ先 

文化財保護課 

０４２－７６９－８３７１ 

対応責任者 土井 永好 



＜参考＞令和元年９月３０日付け告示の新たな指定文化財の概要 

 

所有者：個人 

管理者：相模原市（市立博物館寄託） 

年 代：縄文時代中期 

内 容：緑区澤井の大日野原遺跡は、関東山地南部の山間地ながら沢井川右岸の標高

250～280ｍにかけて約 33ha の広がりをもつ台地上に展開する集落遺跡です。古くか

らこの台地の畑では、縄文時代各期や平安時代の遺物が多数採集されており、今指定

の縄文中期土器も耕作中の発見によるものです。 

土偶付深鉢形土器は、屈折した底をもつキャリパー形で高さ 42.2 ㎝、底部内面に

は被熱による炭化物が認められます。縄文中期は列島最初の土偶盛行期とも重なり、

非日常的な祭祀具である１体のいわゆるポーズ土偶が土器 

の口の一端に座り込んで、常用的な調理具の内側にあたか 

も視線を投じるような稀有な造形で表されています。また、 

土偶はかき取ることを前提にしてか、接合部には意識的な 

装着の施しが見受けられます。帰属年代は約 5,500～5,000 

年前、縄文中期中葉の勝坂式期（井戸尻段階）と考えられ 

ます。平成 21(2009)年、大英博物館における文化庁海外展 

「THE POWER OF DOGU」（弥生時代初期までの土偶を体系的 

に紹介する企画展）及び東京国立博物館での帰国記念展 

「国宝 土偶展」に出品され、広く知られるに至りました。 土偶付深鉢形土器 

さらに平成 30(2018)年には、東京国立博物館特別展「縄文－１万年の美の鼓動」及

び日仏友好文化芸術イベント＜ジャポニスム 2018＞におけるパリ日本文化会館展覧

会「縄文－日本における美の誕生」に出展され、国内外多くの耳目を集めました。 

人体文深鉢形土器は、胴部中央がやや張り底部へ向かっ 

て徐々にすぼまる円筒形で高さ 25.5 ㎝、全体のおよそ半 

分を欠いています。現存部のほぼ全面には、縦方向の区画 

文の中に両手（前肢）に３本指をもつ人形様（ひとがたよ 

う）の彫塑的な造形文様が配されています。こうした特異 

な文様は甲信地方に類例が多く見られ、「半人半蛙文（はん 

じんはんあもん）」や「蛙文（かえるもん）」などとして知 

られています。そこには、擬人化した両生類の図像に仮託 

した縄文人の自然観や死生観の発露が見出せます。帰属年 

代は前者と同じですが、一段階古い勝坂式期（藤内段階）    人体文深鉢形土器 

と考えられます。この土器についても、これまで東京国立博物館(2018)や市立博物館

(2017 他)での展覧に供されてきました。 

両土器は、縄文文化が最盛期を迎えるなかで中期縄文人の精神像がみごとに表出さ



れたものと理解され、本市の先史時代を代表する極めて歴史上学術上の価値が高い文

化財です。 

 

＊キャリパー形(土器)…キャリパーとは物の厚みを計る道具。内側に湾曲する口縁部

の下に円筒状の胴部がすぼまるように続く土器のシルエッ

トがその計測器に似ることから呼ばれる。縄文前期後半から

中期後半にかけて多産される。 

 

 

※各画像のデジタルデータの提供が可能です。お問合せ先までご連絡ください。 


